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取 扱 い 説 明 書
こ使用の前に必ず「取扱い説明書」をお読み下さい。

(DATA〕
■全  長 :61 0mm～ 775mm

(三段テレスコピックストック)

■重  量 :2,250g
■システム :ハイインパクトノWレグシステム

セミ/フルオート
■パワーソース:ニッカド単3電池Xア本
■材  質 :対衝撃性ABS、 Znダイキャスト、

高質プラスetc.

』IRSOFT口UN
対象年齢 18歳以上

FAL00H TOY 00"LTO.

〒131東京都墨田区八広2-13-1l TEL.03(3617)6471個
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☆仕様は、改良のため予告なく変更することがありますがこ了承下さい。
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操 作
①バツテリー(電池)のセット
②BB弾の装弾
③セイフテイー及びセレクター
④サイトの調整
⑤ストツクの調節
⑥安全確認

②BB弾の装弾

ローダーでBB弾を込めます。マガジンには、55
発まで入りますので2回繰返して下さい。

+と ―を間違えないようにセットして下さい。間違えて銃に
セツトしても作動しません。バッテリーキャップの接点は折
り曲げないよう注意して下さい。接触不良の原因になりま1夷)

マガジンキャッチを抜く場合は、キャッチボタン
でもキャッチレバーでも抜けます。

(9)バツテリー(電池)のセツト

マガジンの抜き方

キヤツチボタン



方 法

④サイトの調整
//
/ ′

く//)
●

⑤ストツクの調節

″

リアサイトのみ調整が可能です。遠近の切り変えは回―タリ
ー式です。左右のアジヤストはドライバー等で行つて下さい。

⑥安全確認
射撃時には必ず周囲の安全を確認して下さい。また、射撃時にはゴーグ
ル、シューティンググラスを必ず着用して下さい。

ストツクは3段階に調節できます。ストック
リリースレバーを矢印の方へ押して自分に合
つたポジションに調節して下さい。

S(セフテイー)、 E(セミオート)、 F(フルオート)。 射撃時
以外は必ずセフテイーをかけておきましょう。

③セイフテイー及びセレクター

F

…
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■スペアマガジン(55発装弾)…¥2,000 ■シリコンスプレー(80g)

■マガジンクリップ………………¥1,20ロ
■充電器……………………………¥2,200

………………¥4,500

(亀 )・…………・

■BBボトル(小)……

(大 )……

………¥500
………¥150

¥200

¥300

■ローダーセット

■マウントベース

…‥¥1,500

オブションパーツ

●充電器とバッテリーはフルセットのみに付属しています。

●バッテリーは充電されておりませんので、使用前に充電して

下さい。充電時間は6～7時間です。
●万一、弾がつまったら、ただちに撃つのを止め、チャンバー

内のBB弾を取りのぞいて下さい。そのまま撃ち続けるとト
ラブルの原因になります。

●BB弾は精度の良い品をお使い下さい。粗悪な弾は弾づまり
の原因です。

●回転数が遅くなって来たらバッテリー切れです。バッテリー

を交換して下さい。

●雨中での使用は避けて下さい。

●撃ち終わつてマガジンを抜くとBB弾が2～3発こぼれます。
これは故障ではありません。

●撃ち終わつてもチャンバー内にBB弾が残つている場合があ
ります。注意して下さい。

●カラ撃ちはメカトラブルの原因となりますので行わないで下

さい。

●射撃時以外は銃からバッテリーをはずしておいて下さい。
●パーツの破損、万―の故障の場合は、その状態のまま当社ま

でお送り下さい。誠に勝手ですが、その際の往復送料はお客

様に御負担していただきます。

※誤った使用でのトラブル、事故等につきましては、当社は一

切の責任を負いません。

また改造された製品は、いかなる理由があろうとも修理は致

しません。

使用上の 注意

●充電は必ず放電してから(撃てなくなってから)行つて下さい。 ●充電中は、充電器・電池共に多少熱を持ちます。周囲にでき
●充電器の+と―は絶対に間違えないで下さい。        るだけ空間をとつて下さい。
●決められた本数以外での充電は行わないで下さい。     ●人のそば、高温や湿つた所での充電は避けて下さい。
●この充電器で、一般電池やアルカリ電池を絶対に充電しない ●電池や充電器の分解、八ンダ付け等を絶対に行わないで下さ
で下さい。                         ぃ。
●充電する場合は、充電器に電池をセットしてからプラグをコ ●電池を大や水の中に入れないで下さい。
ンセントヘ差し込みます。充電終了時は先にコンセントから ●充電器 。電池共に水にぬらさないで下さい。大変危険です。
プラグをはずし、次に電池を取り出して下さい。      ‐●電池を利用すると多少熱を持ちます。必ず冷めてから再充電
●充電中にプラグの抜き差しを繰り返すことは避けて下さい。  して下さい。
●充電中に電池の入れ換えを避けて下さい。          ●幼児や小さな子供がいたずらをしないように注意してください。

充電器及びハッテリー (電池〕取扱いの注意

●銃回は弾が装填されている、いないに関わらず、絶対に人や

動物に向けたり、のぞいたりしない。

●必要時以外は弾をこめない。使用後は必ず弾を抜いておく。
●発射する方向に人や動物がいないことを確認する。

●固い物や割れやすい物を標的にしたり、標的のバックにしな

い 。

●指定のBB弾以外は使用しない。
●銃や弾には絶対に加工をしない。

●幼児や表示年齢未満の子供の手の届かない場所に保管し、扱

わせない。

ブ レイ上 のマ ナー及 び注意



■ 層 」 【 」 Ｓ Ｉ 鶴 ● Ｕ ● ４ヽ １ く こ メ ７

ｍ 一蜃 ｏ ｏ 鎌 Ｈ 「 ｏ ■ ヽ ＾ ― せ 自 詳 再 碑 濃 澱 離 戦 恥 丼 討 バ ５ 畔 陣 ざ ｏ

一日 一Ｌ 匡 回 日 □ □ 回 匡 匝

■ 際 半 平 　 一 ８ ｍ 外 【 一ヽ い コ 　 “ 留 ｍ 叫 【 ” ［ 〇 コ

留 ｏ ｍ 叫 パ ∞ ８ コ 　 一 バ̈ 叫 倒 ｏ Ч ｏ コ

ヽ ―^ く （ 当 部 ） Ｓ ＞ こ ／ Ｍ 針 ′ 薗 麟 肩 ％ ５ 際 菫 じ 醐 ５ 叫 ■ ｏ

餅 Ⅷ 田 ０ 際 華 餅 皿 埒 百 ′ ヽ^ ― く 弁 船 針 腑 輩 針 職 ヽ ヨ 冊 σ 計

翻 餅 コ ＝ 」 Ｃ ｄ 「 針 Ｓ ｏ 潔 嚇 再 爺 判 σ べ 聞 当 響 σ 叫 叫 ｏ （ 世

酬 寺 童 ｍ 謙 針 能 Ｓ 冊 針 ｄ 恥 ゛ 叫 叫 Ｓ 外 国 静 酬 引 針 ｇ ｏ ）

い ∞
0,
Ｏ ｕ
い ヽ
ω
卜
、
,
い 〇
ヽ ∞
ヽ 「
0
一 〇
ヽ ω
3
ω Ｎ
Ｎ 『
Ｎ Ｏ 響

Ｎ Ｎ
一 ∞
一 ∞

一 〇
二 Ｎ

一 一
0
∞
劇
0
u
ヽ
ω
N

Ч キ ヾ ヽ ＾ ―

ヽ コ ヽ ７ ヽ く ヽ

Ч キ ー ヽ ヽ ヽ ＞ ヽ で
，

Ｃ Ｎ ヌ ヘ ぇ マヽ

ヽ ″ ヾ ¶ Ｃ ｌ 十 せ く ヽ
。 ヌ ヽ Ｃ い ０

オ ー ヽ 「 ヘ ー ヽ ´ ―

代 て ヽ ヽ ―

７ Ｃ と ―

く 辻 ヽ ヽ 十 せ ヽ ヽ マ 帆 口 呻 へ ヾ Ш ヽ

く 辻 ヽ ヽ 悦 ヽ ヽ え ― ヌ

く 当 ヽ ヽ 十 キ く ¶

ヽ 。 マ ー プ

Ｈ ヾ Ｈ ヽ ヾ Ш ヽ 飢 ― フ 洸 ― 「

寸 へ て ヽ ヰ ー ロ ー
ー 斗 ヽ

寸 へ て ヽ ヰ ー ロ １
１ 斗 ヽ

Ч 斗 Ｎ ヽ ｃ く ヽ 洸 ― マ

ヽ 夕 ヽ デ ゝ マ ー 〒 目

ヽ ＾ く ７ ゝ マ ー プ Ｈ

ヽ 斗 Ｎ ヽ ｃ く ゝ

ヌ ７ く ヽ 普 ヽ ″ Ｉ Ｌ ヽ

コ Ｉ Ｎ マ ヾ ― ヽ ＾ ― 氏 ヽ

ヽ 多 く ¶ Ｃ Ｉ Ｈ ヽ τ

¶ マ ゝ 帆 日 く ヽ て ヽ ―́

ヽ ク ヽ 「 Ｃ Ｉ 十 せ く ヽ

¶ マ ヌ 氏 日 く ヽ 牝 Ｎ ｌ

ロ ー
ー 斗 ヽ 一洸 ― 「

ヽ 夕 ヽ ７ ゝ マ １ ７ ２ １ ヌ

ヌ ７ ヽ ヽ 洸 ７ ＞

ヌ 〒 く ヽ 普 ヽ ＾ ―

Ｎ ´ヽ ヽ ′。 ― ヽ ＾ ― 〒 ヽ マ ー ト

ゝ へ ヽ ヽ マ ー ト

ゝ へ ヽ ヽ マ ー ト

ν 卜 輌 〇 〇

ν ヽ ω Ｏ Ｏ

ν 応 い 〇 〇

ン ト ヽ 〇 〇

ν ｈ Ｎ Ｏ Ｏ

ν ハ ω Ｏ Ｏ

ν 縣 Ｎ 輌 〇

ν 際 ヽ い 〇

ψ へ 輌 〇 〇

ν ぃ 一 〇 〇

ν ハ Ｎ Ｏ Ｏ

ν 応 い 〇 〇

″ ヽ Ｎ Ｏ Ｏ

ψ 腐 Ｎ Ｏ Ｏ

ンヽ Ｎ Ｏ Ｏ

ン ト 一 〇 〇

ν 卜 Ｎ 輌 〇

ン ト ヽ 〇 〇

ン ト Ｎ ・ 〇 〇 〇

ν ぃ 一 〇 〇

ν ぃ 一 〇 〇

ル 磁 二 Ｎ Ｏ

ンヽ Ｎ Ｏ Ｏ

ν ぃ 一 輌 〇

ν ぃ ω Ｏ Ｏ

ν 、 一 輌 〇

ν ぃ 一 輌 〇

ν 応 い い 〇

ン ト ヽ 〇 〇

νヽ 二 ・ Ｎ Ｏ Ｏ

ツ ト ヽ 「 〇 〇 〇

Ю （ 回 一 恭 抑

Ю （ ロ ニ 秦 陶

一 ∞ 〇
一 『 Ｏ
一 「 ヽ
一 「 ω
一 『 Ｎ
一 『 一
一 『 〇
一 ０ ∞
一 〇 〇
一 〇 ω
一 〇 Ｎ
一 ０ 一
一 ０ 一
一 輌 ∞
一 〇 ω
一 い 一
一 ω 一
一 ω ω
一 ω Ｎ
一 ω 一
〓 Ｎ ｕ
二 Ｎ ヽ
一 Ｎ Ｏ
一 一 ∞
一 〇 ∞
一 〇 〇
「 い
Ｏ 劇
0,
Ｏ ヽ
Ｏ ω
8

７ Ｃ 辻 ― ∽ 「

７ Ｃ 辻 ― ヾ せ ヽ フ

ｃ Ｎ 寸 ヘ フ ｃ ヽ 「

ヽ へ ゝ 田 厖 ヌ

× ７ く ヽ 「 ヽ ヾ Ш ヽ Ｃ ヌ

サ ー く ― 斗 く ７

ヽ 斗 Ｎ ヽ ｃ く ゝ 斗 ´ヽ ７

ヽ 口 ヽ ７ 寸 へ ７ 寸 へ τ ヌ ヽ 】ヽ い ０

洸 ヽ ヘ ー ヽ チ ヽ ヽ ヌ ヽ ｃ 口 ０

ヽ 斗 Ｎ ヽ ｃ く ヽ
。 洸 ― ヽ ヌ ヽ ｃ い ０

く ゛ く ７ Ｅ ヌ （ Ｆ ）

く ゛ ´ヽ デ 吼 Ｎ （ ζ ）

く ゛ く
，
何 ′ゝ （ ∽ ）

ヽ 斗 Ｎ 当 ｃ く ゝ ヌ ヽ ｃ い ０

ヽ ヽ ヽヾ Ｏ ｃ ヽ ヽ

Ч せ ヽ ヽ ´ １ ０ ｃ ヽ 「

¶ ヽ ＾ ― ¶ Ｈ ヾ ヽ ―^

オ て ヽ ヽ ― ヽ ７ く ヽ Ｃ ヌ

Ｃ Ｎ 寸 へ ７ ヽ へ く ヽ ヌ × ヽ Ｃ 口 ０

ｃ Ｎ 寸 へ
，
Ｎ ヽ キ ヌ ７ ゝ ヽ ｃ い ０

こ Ｎ ヰ ヘ 〒 ヽ ¨ヽ く ヽ ∽ 可

く と ヽ ヽ 十 せ く ■ ∽ 可

ヌ ７ く ヽ デ ー ヾ Ш ヽ ∽ 可

峙 て ヽ ヽ ― ∽ 「

” 口 て く ア ヽ
。 て く ヾ キ ー ∽ 可

ヌ Ч Ｉ すヽ 悦 ― マヽ

ヽ Ｃ 待 く
，

Ｃ Ч 、 連 Ｔ へ
． ７

ゝ ７ く ヽ ヽ ´ ―

ヌ 〒 く ヽ ヽ ´ ―

Ｃ Ｎ 寸 へ ７ ２ １ ヌ ロ

Ｃ Ｎ ヰ ヘ ７ ２ １ ヌ Ｈ

ヽ 日 ヽ ７ 寸 へ ７

ν ぃ ０ ０

ン ト ヽ 〇

″ ハ Ｎ Ｏ

″ ハ ω Ｏ

Ｋ Ｎ ｏ

Ｋ Ｎ Ｏ

Ｋ Ｎ Ｏ

ν 卜 ∞ 〇

ν 卜 ０ 一

氷 い ０

Ｋ 輌 〇

氷 輌 〇

く い 〇

氷 Ｏ Ｏ

Ｋ 一 〇

氷 一 〇

ツ ト 〇 〇

ν 縣 輌 〇

Ｋ 二 〇 〇

″ 応 ∞ 〇

ν ぃ い 〇

Ｋ い 〇

Ｋ ∞ 〇

ルヽ 一 〇 〇

Ｋ 輌 〇

氷 ω Ｏ

氷 〇 〇

ツ ト ω Ｏ Ｏ

ン ぃ Ｎ ヽ い 〇 〇

氷 ω Ｏ Ｏ

ν 応 ヽ 〇 〇

ン ト 一 「 Ｎ Ｏ Ｏ

× ｕ

× Ю

× ω

× ヽ

× ０

× Ｎ

× Ｎ

× Ｎ

× ω

× Ю

Ю （ 回 凛 恭 陶

円 ω ∞

田 ω 『

円 ω ０

田 ω ０

円 ω ヽ

口 ω ω

口 ω Ｎ

口 ω 一

田 ω Ｏ

口 Ｎ Ｏ

岡 Ｎ ∞

円 Ｎ 『

円 Ｎ ｏ

口 Ｎ い

岡 い ヽ

円 Ｎ ω

円 Ｎ Ｎ

岡 Ｎ ニ

口 Ｎ Ｏ

岡 一 ∞

岡 二 ∞

口 一 『

岡 一 ｏ

ロ ニ 輌

口 〓

円 ∞

円 劇

口 Ｏ

口 ω

円 Ｎ

田 〓

寸 へ て ヽ 寸 ―

Ｆ ロ ー ヽ
′

― 琳 舟

ゝ 斗 悦 ヾ ヽ ヌ

市 ― ヽ ！

ヽ 夕 ヽ ¶ ¨ヽ ― （ 憮 ω ｌ‐ く ヽ 「 酬 諄 ）

ヽ ´ く 呻 Ｃ Ｉ ヨ ヽ ´ ―

！ 嚇 舟

＋ 琳 升

ロ ｌ τ （ ― ）

ロ ー 「 （ ＋ ）

２ ２ マヽ 牝 Ｎ

鴫 ―― 斗 ヽ 牝 Ｎ

２ ２ マヽ 七 Ｎ

Ｃ い て く
，
Ｎ Ｉ ト

ヽ キ ー ヽ ヽ 「 ＞ ヽ で で ２ １ ヌ

Ｃ 口 て く
，
Ｎ Ｉ 卜 ∽ 「

２ １ ヌ ∽ 「

ゝ へ ヽ ∽ 可

ヽ そ ヾ 「

へ ヽ ヰ ー ヽ ＾ て マヽ

ヽ ヽ ご で

Ｃ い て く て ゝ て く ヾ キ ー

Ｃ Ｈ て く ７ ヽ
。 て く ヽ キ ー ヽ
′
く ヾ Ｈ

ヽ ＾ て マヽ ヽ く ヾ Ｈ

ヌ プ ロ ヽ ヽ ゝ マ ー ザ

待 て ヽ ヽ ― 牝 Ｎ

ヌ ヽ ′ 。 １ 牝 Ｎ

ヌ ヽ ′ 。 ― 北 Ｎ

ゝ へ ヽ ０ ■ 辻 へ τ

ヽ こ で ヽ ヽ ′。 へ ゝ

ヽ こ ヾ
，
，
く 「

ν ぃ 一 。 一 〇 〇

氷 輌 〇

ン ト 一 〇 〇

ン ぃ 〓 ・ 〇 〇 〇

ν ｈ Ｎ ¨ 闊 〇 〇

氷 ヽ い ｏ

氷 Ｎ 輌 ｏ

氷 一 〇 〇

Ｋ Ｎ ∞ 〇

氷 一 〇 〇

氷 一 〇 〇

ン ト ニ 輌 〇

氷 一 ∞ ｏ

氷 ω Ｏ Ｏ

Ｋ ヽ 〇 〇

ツ ト ω Ｏ Ｏ

″ 応 い 〇

氷 二 〇 〇

氷 ω い 〇

ン ト ω Ｏ Ｏ

ン ト ニ ・ 〇 〇 〇

ル ヽ ω Ｏ Ｏ

ν ヽ ∞ 〇 〇

氷 ∞ 〇 〇

氷 輌 〇 〇

ンヽ 一 〇 〇

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ

氷 ω Ｏ Ｏ

氷 Ｎ ∞ 〇

レヽ 一 ∞ 〇

ン ト ω 輌 〇

ン ド Ｎ Ｏ Ｏ

ゝ ル ー

× 劇

二 一 〇 ヨ ヨ

Ｎ Ｏ Ｏ ヨ ヨ

ヽ Ｔ ヽ ヽ Ｎ ７ く ヽ ′
。 １ ．

一 ω Ｏ

」 麹 ● 劇 』 Ｆ 脚


